H21.6.9
「府政だより」の方針について

①現状の課題
　　　　　　○年８回発行という不規則な発行
　　　　　　　・広報予算については、これまで削減の一方

　　　　　　　・唯一の紙広報媒体でありながら、今後も財政状況を踏まえて一層の削減の可能性あり
　　　　　　　・議会だよりとの関係もあり、発行月が不規則

　　　　　　○掲載量できる量が少ない
　　　　　　○限られた紙面で多くの情報を伝えるため総花的、メリハリがない

　　　　　　○配布方法が新聞折込のため、存在に気づかない
　　　　　　○新聞未購読者への対応

②めざすべき姿
　　　　　　○プッシュ広報

　　　　　　　・各部局の広報予算が削減され、ウェブ媒体を除き、府政情報を提供する唯一の自主媒体として、パ
　　　　　　　　ブリシティではできない、「知事の考え」や「重要な府政情報」を直接府民に伝える
　　　　　　　　（例：予算特集、地方分権改革ビジョン等）

　　　　　　○定期性・公平性

　　　　　　　・毎月、予定された発行日に府民が府政情報を入手可能
　　　　　　　　（ウェブ媒体を不得手とする情報弱者に対しても容易に情報を届ける）

　　　　　　

③必要な取り組み
　　　　　　○関心度を高める（リピーターの獲得・増加）
　　　　　　　・「府政だより」に関する府民の関心度を上げ、読んでいる人（75.3％）のうち、
　　　　　　　　「ときどき読んでいる人（41.4％）」を⇒「いつも読んでいる」に。

　　　　　　　・また、プッシュ広報の目的を達成するために、できるだけ多くの府民に読んでもらう

　　　　　　　　ウェブ媒体からの誘導・相互リンクにより、若年層等を中心に習慣的に閲読する「ファン」を増やす
　　　　　　　　閲読率（75.3％）を⇒80％に。
　　　　　　　・インパクトのある・わかりやすい名称の検討

　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　○魅力ある紙面づくり

　　　　　　　・府民の注意をひきつけるタイトル（１面のインパクト）

　　　　　　　・メリハリのある紙面構成

　　　　　　　・府民に関心をもってもらうようなデザイン・企画の検討

　　　　　　　・ターゲットを意識したコーナーの設置
　　　　　　
　　　　　　○定期性・公平性

　　　　　　　・毎月発行（財源）の確保

　　　　　　　・折込日の工夫
　　　　　　　　（第１日曜日での折込、他媒体での折込日の事前告知）
「府政だより」の紙面構成・編集方針（案）
	＜１面＞
　
「知事の考え」
「重要な府政情報」

・ターゲットは全府民！

・インパクトのある

　表紙デザイン・・テーマ、
　メッセージ性の追求

⇒まずは、
インパクトで府民の注意をひきつける！

	＜２面＞
「府政情報」

・ターゲットは府政関心者

・パブリシティでは伝えられない府の取り組みをきちんと説明

⇒詳しく伝える！

　関心の度合いを高める！

	＜３面＞
「ターゲットを設定し、特集記事を掲載」
・毎回めざすターゲットに応じた記事の掲載

（例：子育て世帯⇒応援情報）

⇒狙い打ち！
「リピーター・ファン獲得のための企画」
・府と府民を近づけるような企画を掲載（新コーナー）
⇒　現場主義！
	＜４面＞

「お知らせ情報」

・ターゲットは全府民

・基礎的な情報を定期的に発信

⇒定期的に伝える！



○１面　　「知事の考え」や「重要な府政情報」　　　　　　＜インパクトで府民の注意をひきつける！＞
　　　　　　・インパクトのある表紙デザイン・テーマ

　　　　　　・紙媒体ということによるタイムラグは踏まえつつ、大阪府の直近のトピックス（出来事）に関連して、

　　　　　　　知事の考えや大阪府の取り組みを伝える

　　　　　　・１年間を通じて計画的に、各部局の重点広報事項について理念・必要性をしっかりと伝える。

　　　　　　　（例：予算特集、将来ビジョン大阪、地方分権改革ビジョン、教育力向上プラン等）
　

　　　　　　 ※テーマによっては、１・２面両方を使用することもあり。

　
○２面　　パブリシティでは取り上げられない「府政情報」　　　＜詳しく伝える！関心の度合いを高める！＞

　　　　　　・プレスリリースによるパブリシティや民間の広報媒体では、取り上げられないまたは十分伝えられ
　　　　　　　ていない府の施策や取り組みを伝える。
　　　　　　 （例：条例・計画策定、障がい者施策（制度改正・講座案内）、資金・経営・労働相談窓口等）

　　　　　　・そのほか、府民を対象として、府政だよりによる広報が効果的なもの。

　　　　　　　（例：人権週間での重点広報、大規模イベント（財務大臣サミット）等）
　　　　　　※紙面構成によっては、３面を使用することもあり。

○３面　　ターゲットを設定し、特集記事を掲載　　　＜狙い打ち！＞
　　　　　　・毎回ターゲットに応じた記事を掲載
　　　　　　　（例：子育て世帯⇒子育て応援情報、シニア⇒NPO活動・生涯学習講座等）
○３面　　 リピーター・ファン獲得のための企画（新コーナー）　　＜現場主義！＞
　　　　　　・府と府民を近づけるような企画
　　　　　　　（例：広報課職員による現場取材〔職場案内、施設紹介、イベント事後広報等〕）
　　　　　　・リピーターをつなぎとめるための企画（例：マンガで伝える府政情報、ミュージアム展示品めぐり）

　　　　　　⇒通常の記事とは違った視点・角度から情報を提供する。（あえて異質感をだす）
○４面　　お知らせ情報（その他、定期的な発信が必要なもの）　　＜定期的に伝える！＞
　　　　　　・定期的情報

　　　　　　　（府営住宅募集、職員採用等、情報の公表的な内容のもの）

　　　　　 ・講座情報

　　　　　　・おでかけ情報

　　　　　　・その他、府政だよりでの広報が効果的と考えられるもの







